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［成果情報名］穂に発生するイネもみ枯細菌病の主要伝染源と温湯種子消毒の効果

［要約］イネもみ枯れ細菌病は、種子伝染以外に田面水等により一次伝染する可能性は低

い。本病の保菌種子に対して殺菌効果の高い温湯種子消毒は、もみ枯れ症に対しても防除

効果が高い。
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［背景・ねらい］

イネもみ枯細菌病は、苗腐敗やもみ枯れを引き起こす種子伝染性の重要病害である。近

年、一部地域の水稲種子において、本菌に汚染された種子の比率が高い傾向にあることか

、 、 。ら 田面水による感染等 種子伝染以外の方法による 次伝染の可能性が指摘されている1
そこで、本田移植後の感染実態を明らかにし、健全種子生産のための基礎資料とする。

［成果の内容・特徴］

１．水路の水や田面水においては、前年、本病が多発した圃場も含め、代掻き後から出穂

直前までのいずれの時期においても本菌は検出されず（表１ 、本病は取水用の水路の）

水や田面水を介して感染する可能性は低い。

２．温湯種子消毒を行うと、本菌は移植から出穂直前までイネ体上から検出されず、出穂

（ ） 、 、後の穂での発病も少ない 表２ ことから 本病の１次伝染源は保菌種子が主体であり

本法は穂に発生するもみ枯症に対しても発病抑制効果が高い。

［成果の活用面・留意点］

１．温湯種子消毒は健全種子の生産に活用できる。

２．イネもみ枯細菌病に対する基幹防除技術として活用できる。

３．エコファ－マ－認定のための代替技術として活用できる。



［具体的デ－タ］

［その他］
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　表１　取水用の水路の水及び田面水からのもみ枯細菌病菌の検出状況（2004年、2005年）
試験圃場における 取水用の 　　　　　　田面水

年次 調査圃場 種子消毒法 前年の発病穂率（％） 水路の水 代掻き後 移植直後 最高分げつ期 出穂直前
Ａ 温湯消毒 － N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
Ｂ 温湯消毒 － N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.

2004年 Ｃ テクリ－ドＣ － N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
Ｄ テクリ－ドＣ － N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
Ｅ テクリ－ドＣ － N.D. N.D. N.D. N.D. N.D.
Ｅ 温湯消毒 72.2 － － N.D. N.D. N.D.
Ｂ 温湯消毒 2.7 － － N.D. N.D. N.D.
Ｆ 温湯消毒 7.3 － － N.D. N.D. N.D.

2005年 Ｄ 温湯消毒 23.7 － － － N.D. N.D.
Ａ テクリ－ドＣ 0.6 － － N.D. N.D. N.D.
Ｇ テクリ－ドＣ 20.5 － － － N.D. N.D.
Ｈ テクリ－ドＣ － － － － N.D. N.D.

１）本菌の検出方法　水路の水や田面水１㍑をメンブレンフィルタ－で２段階に濾過し、フィルタ－を選択培地
　　　　　　（ＣＣＮＴ液体培地）で40℃、24時間培養後、本菌検出用の特異プライマ－を利用したＰＣＲ法で検出。

２）－：調査なし、＋：検出、N.D.：検出されず。
３）テクリ－ドＣ：テクリ－ドＣフロアブル200倍、24時間浸漬。

         　　　表２　イネ体からのもみ枯細菌病菌の検出状況と穂の発病状況（2004年、2005年）
　　　　　　　　　　　菌の検出時期　　

年次 調査圃場 種子消毒法 　　　　　　種子 移植前 移植直後 最高分げつ期 出穂直前 発病穂率（％）
温湯消毒前 温湯消毒後 下位葉鞘 下位葉鞘 下位葉鞘 止葉葉鞘 出穂19～21日後

Ａ 温湯消毒 - - N.D. N.D. N.D. － 0.6
Ｂ 温湯消毒 - - N.D. N.D. N.D. － 2.7

2004年 Ｃ テクリ－ドＣ - - N.D. N.D. N.D. － 0
Ｄ テクリ－ドＣ - - ＋ ＋ ＋ － 23.7
Ｅ テクリ－ドＣ - - ＋ ＋ ＋ － 72.2
Ｅ 温湯消毒 + N.D. － N.D. N.D. N.D. 1.7
Ｂ 温湯消毒 + N.D. － N.D. N.D. N.D. 0.5
Ｆ 温湯消毒 + N.D. － N.D. N.D. N.D. 0

2005年 Ｄ 温湯消毒 + N.D. － 　　 －　　　 N.D. N.D. 0.5
Ａ テクリ－ドＣ - - － ＋ ＋ ＋ 18.9
Ｇ テクリ－ドＣ - - － － ＋ ＋ 0.7
Ｈ テクリ－ドＣ - - － － N.D. N.D. 1.3

１）本菌の検出方法　選択培地（CCNT液体培地）でイネ体を24時間培養後、本菌検出用の特異プライマ－を
　　      利用したPCR法で検出。

２）－：調査なし、＋：検出、N.D.：検出されず。
３）テクリ－ドＣ：テクリ－ドＣフロアブル200倍、24時間浸漬。
４）各圃場の防除実績　現地防除暦に準じて薬剤防除を実施。


